＜事例：エコドライブに関する基礎的な知識の教育・指導＞

エコドライブに関する基本的な知識
	エコドライブ項目
	目的や効果

	無駄なアイドリングを
しない。
	アイドリング状態にある時の１時間当たりの燃料消費量は、そのエンジン排気量の10%程度とされています。つまり、排気量10ℓのエンジンならば、１時間のアイドリングで1ℓを消費することになります。

	急発進、急加速、
急ブレーキを控える。
	急発進・急加速をすると、エンジンに流れ込む燃料が急激に増え、燃費の悪い高回転部分を多く使うことにもなるため、通常の加速に比べて著しく燃費が悪化します。

ディーゼル車は、エンジンブレーキの状態にするとエンジンへの燃料供給がカットされるので、この状態を多用すると燃費向上につながります。

フットブレーキのみの使用に比べてエンジンブレーキを使用して停止した場合、一般的に大型車で１回当り40～50ccの燃料を節減できるといわれています。１日のブレーキ回数を600回とすると、年間に延べ18万回となり、燃料消費量は7,200～9,000ℓ、金額にして108～135万円（150円/ℓ）の節約となります。

	不要なものは積まない。
	車の燃費は荷物の重さに大きく影響されます。運ぶ必要のない荷物はおろしましょう。

	シフトアップを早めに行う。
	大型車が５速ではなく４速、中・小型車が４速でなく３速というように、一段下のギアで走行したとすると、燃費はそれぞれ20～40％も悪くなります。

	経済速度で走る。
	経済速度とは、円滑な交通流を乱すことなくできるだけ低いエンジン回転数で効率良く走れるスピードのことをいいます。例えば、交通の状況から経済速度が50km/hの時、60km/hに速度を上げた場合、燃料消費量は10％ほど悪化します。

	計画的な走行を
心がける。
	出発前に、渋滞や交通規制などの情報を収集し、ルートの事前確認など計画的な走行を心がけましょう。さらに出発後も道路交通情報等をチェックして渋滞を避け、燃料と時間を節約しましょう。

	タイヤの空気圧を
適正にする。
	大型車の空気圧が200kPa（=2.0kgf/cm2）低いと、燃費は約3％悪化するといわれています。

	空ぶかしをしない。
	空ぶかし１回あたりの燃料消費量は、大型車10～12cc、中型車5～7cc、小型車3～5ccといわれています。例えば、燃料1ℓで大型車が約3km走行（1ccで3m走行）できるとすると、１回空ぶかしをするだけで、30～36m走行できる燃料を無駄にしていることになります。

	エアコンの設定温度
(使用)を控えめにする。
	エアコンのコンプレッサーはエンジンを動力とするため、結果として燃料の使用量が増加します。エアコンの使用は最小限に心がけ、こまめに適正な温度に調整することが重要です。


出典：公益社団法人全日本トラック協会「省エネ運転マニュアル」「エコドライブ推進マニュアル」「エコドライブ推進手帳」
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